
』

一

弁

だ

。

過

剰

な

供

給

は

日

系

耳司、

z一二軍一

om-'tト
Fa--71カ

ー
に
も
打
撃
を
与
え

轟
晶
園
田

E
四

E
E
F
r
ι
E
E

，tE
.
~
=
-『

F
・E
E
b
E

一
そ
う
だ
。
「
す
で
に
値
引
き

阿
国
園
『
コ
同
5
1
2
E
4
J
1也
事

一

競

争

に

巻

き

込

ま

れ

て

お

B
E
E
-
-
田
園
」
」
の

L
E
4
・E
4
4
=
3・
晋
，
一

l

i

l

i

-

-

-

-

-

司

司

4
1
・
?
・
圃

J

一
り
、
申
国
事
業
の
収
益
力
は

』

K
L
o
s
-
h
F
dリ
3
1
E
l
-
-也
E

r

一
鈍
っ
て
い
く
」
と
、
日
産
自

諒
恕
甜
畝
-ET-3'閉
品

国

是

主

流
h
F
こ
一

務
引
福
岡
」
泊
寸

t
t生
口
お
即
日
J
d
G
動
期

-a寸
i

一
動
車
や
ホ
ン
ダ
な
ど
大
手
の

l

i

一
関
係
者
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

【
広
州
日
中
村
裕
】
自
動
一
に
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
5
一
多
い
計
約
5
0
0
0万
台
に
一
本
の
年
間
販
売
台
数
の
半
分
一
比
亜
迫

(
B
Y
D
)
、
吉

車
市
場
で
世
界
最
大
の
中
国
一
年
の
メ
ー
カ
ー
各
社
の
生
産
一
増
え
る
見
通
し
。
一
方
、
同
↑
程
度
の
3
0
0万
台
と
も
い
一
利
汽
車
な
ど
独
自
の
プ
ラ
ン

で
生
産
能
力
の
過
剰
が
深
刻
一
能
力
は
前
年
よ
り
2
割
以
上
一
年
の
新
車
販
売
予
測
は
前
年
一
わ
れ
で
い
る
。
景
気
減
速
で
一
ド
を
持
つ
地
場
の
上
場
企
業

ー
ー
ー
州
制
附
|
」
川
J
川

副

比

7
%増
の
2
5
0
0万
台
一
販
売
は
鈍
っ
て
い
る
が
シ
ェ
一
も
、
業
績
は
は
年
後
半
か
ら

ぴ

大

強

に

と

ど

ま

る

。

8
割
以
上
一
ア
低
下
を
恐
れ
る
メ
ー
カ
ー
一
軒
並
み
悪
化
し
て
い
る
。

畑

作

拡

が

適

正

と

い

わ

れ

る

稼

働

し

率

一

は

能

力

増

強

を

止

め

ら

れ

一

外

資

メ

ー

カ

ー

の

狙

い

は

ヵ

ま

一

一

は
5
割
前
後
に
落
ち
込
み
そ
一
ず
、
値
引
き
競
争
を
招
く
悪
一
中
国
市
場
の
攻
略
で
、
余
剰

訴

え

富

市

場

で

は

供

給

一

循

環

に

陥

っ

て

い

る

。

一

生

産

を

輸

出

に

振

り

向

げ

る

の

ー

一

一

長

過

剰

に

よ

る

価

格

下

落

が

始

一

日

本

経

済

新

聞

が

主

要

調

一

こ

と

は

考

え

に

く

い

。

豊

崎

司

ま

っ

て

お

り

、

日

系

メ

l
力
一
査
機
関
や
メ
ー
カ
ー
へ
の
聞
一
の
中
国
車
は
国
際
市
場
で
な

百

↓

!

の

採

算

に

も

打

撃

を

与

え

一

き

取

り

な

ど

で

集

計

し

た

。

一

お

ブ

ラ

ン

ド

力

が

弱

く

、

輸

園

む

る

と

の

見

方

が

強

い

。

(

関

一

中

国

の

自

動

車

メ

ー

カ

ー

一

出

の

急

増

は

困

難

だ

。

中

国

中

悩

連

記

事

5
面
に
)
一
の
多
く
は
日
米
欧
の
メ
l
力
一
か
ら
の
輸
出
台
数
は
は
年
も

中
国
の
自
動
車
在
庸
は
日
一
!
と
地
場
の
固
有
企
業
の
合
一
約
卯
万
台
に
す
ぎ
な
い
。

工場稼働率

万台
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4000 

3000 
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0 
2009年10 11 12 13 14 15 

(注)中国汽車工業協会、フォーインなどの
資料を基に作成。15年は見通し
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l

p
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・
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i
h
-
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-

一
の
投
資
判
断
が
、
現
在
の
生
一
こ
れ
か
ら
も
生
産
能
力
の
一
殻
し
生
産
能
力
を
い
ま
よ
り

'
a

，Ea
，、、
E
'
'
B畠

A

S

F

A

色
ト

E

J

一

一

一

Lr円
四
凡
A
3困
咽

z
b
L叫
圃

F

J
，
、
血
一
産
能
力
の
過
剰
に
つ
な
が
っ
拡
大
が
続
く
。
販
売
首
位
の
一

5
割
増
や
す
。
日
本
勢
も
ト

E
E
t
J
E割
合
，

1
語草川
B
t
〈

一

た

。

一

独

フ

オ

ル

ク

ス

ワ

ー

ゲ

ン

一

ヨ

タ

や

ホ

ン

ダ

が

現

状

よ

り

一
激
し
い
シ
ェ
ア
争
い
も
影
一

(
V
W
)
は
四
年
の
生
産
能
一

1
1
2割
増
や
す
計
画
だ
。

車

工

場

過

剰

雇

用

維

持

に

配

慮

一

響

し

て

い

る

。

富

市

場

は

一

力

を

年

5
0
0万
台
と
現
状
一
生
産
能
力
が
過
剰
な
状
態

一
先
進
国
と
比
べ
シ
ェ
ア
変
動
一
比
で
9
割
増
や
す
。

2
位
の
一
が
放
置
さ
れ
れ
ば
、
国
内
で

，
.
【
広
州
H
中
村
裕
】
自
動
一
知
雄
東
京
大
学
社
会
制
学
研
一
動
車
へ
の
投
資
の
約
6
割
が
一
の
余
地
が
大
き
い
。
メ
!
カ
一
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
一
の
安
売
り
競
争
が
一
段
と
激

回
一
車
の
生
産
能
力
の
過
剰
を
、
一
究
所
教
授
)
だ
。
特
に
多
く
一
中
国
に
集
ま
っ
た
。
車
の
新
一

l
は
シ
ェ
ア
最
優
先
で
ま
ず
一

(
G
M
)
は
今
後
5
年
間
で
一
し
く
な
り
、
自
動
車
産
業
全

'
一
中
国
政
府
も
深
刻
に
受
け
止
一
の
固
有
系
の
中
国
メ
ー
カ
ー
一
工
場
は
投
資
決
定
か
ら
稼
働
一
は
生
産
能
力
を
高
め
今
後
の
一

2
兆
円
を
投
じ
る
。

3
位
の
一
体
の
育
成
に
も
悪
影
響
を
及

め
始
め
た
。
産
業
別
の
投
資
一
に
と
っ
て
は
雇
用
維
持
の
た
一
ま
で
約
3
年
か
か
る
。
当
時
一
戦
い
を
優
位
に
進
め
た
い
。
一
現
代
自
動
車
も
2
工
場
を
新
一
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

基
準
の
指
導
目
録
を
3
月
に
一
め
、
工
場
の
合
理
化
は
進
め

改
訂
し
、
自
動
車
製
造
業
を
一
難
い
。

(
1面
審
照
)

初
め
て
投
資
一
の
「
奨
励
項
目
」
一
生
産
過
剰
が
深
刻
に
な
っ

か
ら
「
制
限
項
目
」
に
格
下
一
た
主
因
は
メ
1
カ
ト
各
社
が

げ
し
た
。
今
後
、
新
規
投
資
一

2
0
1
2年
前
後
、
市
場
の

を
厳
し
く
制
限
す
る
が
「
す
一
急
拡
大
の
継
続
を
見
越
し
て

で
に
過
剰
な
設
備
を
ど
う
解
一
大
規
模
な
投
資
を
決
断
し
た

消
す
る
か
が
課
題
」
(
丸
川

τ」
と
だ
。
四
年
は
世
界
の
自

議豆~ 
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